
四国８の字ネットワークの整備促進

政策提言先 財務省、国土交通省

【高知県担当課】土木部 道路課

政策提言の要旨

「四国８の字ネットワーク」は、近年、激甚化する豪雨災害や切迫度の高まる南海トラフ地震

に備える上で不可欠な基盤であり、県内の救急搬送を支える国道５５号、５６号のリダンダンシ

ーの確保や速達性の向上に大きく寄与する「命の道」です。

本県では、「若者が誇りと志を持って働ける高知県」の実現を目指して、販路の拡大による地

産外商の強化や新たな観光拠点の整備による観光誘客などの取り組みを進めています。四国８の

字ネットワークは、こうした経済活性化の取り組みと一体となって、商圏や交流人口のさらなる

拡大等、より大きな効果を地域にもたらします。

このため、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策等により、整備に必要となる予

算を当初予算で確保し、安全・安心な暮らしを支え、地域経済活性化の要となる「四国８の字ネ

ットワーク」の整備を早急かつ計画的に進めていただくよう提言します。

【政策提言の具体的内容】

安全・安心な暮らしを支え、地域経済の活性化に不可欠となる

「四国８の字ネットワーク」の整備は急務であり、以下の項目を提言します。

１．事業中箇所の早期開通

早期の開通により、地域に様々な効果がいち早くもたらされます。

【早期開通に向けた整備促進、補助事業箇所の予算確保】

○ 四国横断自動車道：窪川佐賀道路、佐賀大方道路、大方四万十道路、

宿毛内海道路（宿毛新港～一本松）

○ 高知東部自動車道：南国安芸道路（高知龍馬空港～香南のいち、芸西西～安芸西）

○ 阿南安芸自動車道：海部野根道路、野根安倉道路（直轄権限代行）、

奈半利安芸道路（安田～安芸）、安芸道路、

北川道路１工区及び北川道路２－２工区（補助事業費の確保）

２．計画段階評価完了区間の早期事業化

高速道路ネットワークの構築により、整備効果を最大限発揮することが可能となります。

○ 四国横断自動車道：宿毛和田～宿毛新港 ○ 阿南安芸自動車道：奈半利～安田

３．「高速道路における安全・安心基本計画」に基づく暫定２車線区間の
４車線化の着実な実施

暫定２車線区間の４車線化により、安全で安定した利用の確保と災害への備えが高まります。

○ 高知自動車道：土佐ＰＡ～須崎東

【政策提言の理由】

◇ 四国横断自動車道「宿毛内海道路（宿毛新港～一本松）」及び阿南安芸自動車道「奈半利安芸

道路（安田～安芸）」の新規事業化は、四国８の字ネットワークの整備の加速化につながるもの

であり、心より感謝を申し上げます。

◇ 四国８の字ネットワークは、大規模災害時の生命線となり、安全・安心な暮らしを支えると

ともに、地域経済の活性化に不可欠な基盤であることから、防災・減災、国土強靱化のための５

か年加速化対策等により、整備に必要となる予算を当初予算で確保したうえで、早急かつ計画的

に整備が進められるべきと考えます。
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四国横断自動車道：窪川佐賀道路、佐賀大方道路、大方四万十道路

宿毛内海道路 （宿毛新港～一本松）

高知東部自動車道：南国安芸道路 (高知龍馬空港～香南のいち、芸西西～安芸西)

阿南安芸自動車道：海部野根道路、野根安倉道路（直轄権限代行）、

奈半利安芸道路 （安田～安芸）、安芸道路

北川道路１工区及び北川道路2-2工区（補助事業費の確保）

１ 事業中箇所の早期開通

高知自動車道：土佐PA～須崎東

３ ｢高速道路における安全・安心基本計画」に
基づく暫定２車線区間の４車線化の着実な実施

安全・安心な暮らしを支え、地域経済の活性化に不可欠な四国８の字ネットワークの整備は急務

四国横断自動車道：宿毛和田～宿毛新港

阿南安芸自動車道：奈半利～安田

２ 計画段階評価完了区間の早期事業化

切迫度の高まる南海トラフ地震に備えるためにも、

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策等によるミッシングリンク解消、ダブルネットワーク構築が不可欠

整備状況

ミッシングリンク

ミッシングリンク

■四国８の字ネットワーク■凡例

E55

E32

E56

E11

E11

四国８の字ネットワークの整備促進 高知県

国道

56

国道

55

国道

493

片坂
バイパス

南国安芸道路
（高知龍馬空港IC～香南のいちIC）

令和７年春頃
開通予定

都市計画決定済

調査中

四国８の字ネットワーク整備率

高知県 61％
※R4.4.1時点

（四国 75％）

御
荘

一
本
松

宿毛内海道路

（宿毛新港～一本松）

事業中

奈半利安芸道路

（安田～安芸）

計画段階
評価完了

事業中

安
田

宿
毛
新
港

令和４年度
新規事業化

令和４年度
新規事業化

柏
木

※事業中区間のICの名称は一部仮称

（暫定２車線含む）

：主なIC

：重要港湾

：開 通 済（有料・暫定２車線）

：開 通 済（有料・4車線）

：開 通 済（無料・２車線）

：事 業 中

：一般国道

：未事業化区間



●【約１年後】令和元年７月８日 ４車線による通行再開

●【６日後】平成３０年７月１３日 対面通行による通行再開

四国８の字ネットワークは「県内の救急搬送を支える」

▲対面通行による通行再開(大豊IC付近)

（高知方面）

下り線上り線

現在の状況

高知県

▲対面通行による通行再開 (立川上名付近)

被災から明らかとなった４車線化の重要性「災害への備えを高める」
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■高知IC～高松西ICの所要時間と走行距離

平常時（４車線） 大豊IC～川之江東JCT

通行止め時（迂回利用）

約１時間２0分

：所要時間（片道）

：走行距離（片道）

約160ｋｍ

約115ｋｍ

約45㎞増

約1時間増

広域的な迂回により
利用者の負担が増大

約２時間２０分

※H27道路交通センサス
を基に算出

●【被災】平成３０年７月７日 高知自動車道「立川橋」の流失

四国８の字ネットワークの整備促進 【安全・安心な暮らしを支える！】

2018年7月7日未明に道路区域外の
法面崩壊により橋梁上部工が流失

(2018年7月11日)
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■令和２年の救急搬送人員（高知市除く）

救命救急センター
5,624人

その他医療機関
14,644人

約３割

出典：高知県消防政策課提供資料

■令和２年の病院収容所要時間
※入電から医師引継ぎまでに要した時間

40.6分
42.1分

66.3分

全国平均 高知県
平均

室戸市消防本部

出典：消防庁 「令和 ３ 年版 救急・救助の現況」

高知県消防政策課提供資料

室戸市消防本部

●救急搬送の実績（令和２年）

： ８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（整備済区間）

： ８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（未整備区間）

： 直轄国道

：

： 津波浸水想定区間

補助国道

：

： 主なＩＣ

※8の字ミッシングリンク区間

消防本部等
※平均搬送時間（全国平均以上）

： 消防本部等
※平均搬送時間（全国平均以下）

救命救急センター（３機関）
すべて高知市に集中４

３

１

２

命の道

国道56号四万十町金上野

１

（令和３年１月）

●８の字整備による効果（リダンダンシーの確保）

浸水想定
区域外

39％

浸水想定
区域内

61％

■津波浸水想定延長割合

●県内の救急搬送を支える国道５５号・５６号の課題

※８の字ミッシングリンク区間の
国道55号・56号における割合

３

国道55号東洋町クロイワ（令和３年９月）

平地の少ない沿岸部を走る現道は
自然災害に非常に脆弱

災害や事故等による規制により
たびたび渋滞が発生

２

国道55号安芸市西浜（令和３年12月）

車両事故による全面通行止め 対向車線を通過する救急車両 豪雨による土砂崩れ
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中村宿毛道路により路面冠水箇所を回避

宿毛市平田町戸内（令和３年７月１８日(日)）至 四万十市

至 松山市

平田IC

4

至 四万十市

R2.7中村宿毛道路（平田IC～宿毛和田IC）開通
至 松山市

幡多けんみん病院

出典：国土交通省中村河川国道事務所提供資料

E56 中村宿毛道路
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未事業化区間

未事業化区間

H18
年度末

R2
年度末

８の字
完成

2,600
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●消費圏域人口の推移

※「8の字完成時点」は、四国8の字ネットワークとR2事業中の直轄国道以上の
道路が完成したものとして算定。また、陸路のみ使用したものとして全て算定.
R2年度、8の字完成時の人口は、H27年国勢調査結果により算定.

●消費圏域の変化

:H18年度末

:R2年度末

:8の字完成

:8の字ネットワーク

■全国養殖クロマグロ品評会で
最優秀賞を受賞（R3.2月）

品質日本一

四国８の字ネットワークの整備促進 【地域の基幹産業の振興を支える！】 高知県

産業活動の効率性・安全性が向上し、地域経済の活性化に貢献
８の字
の整備

「土佐の清水さば」の県外出荷数の推移

■宿毛市からの消費圏域（６時間圏域）の拡大

消 費 圏 拡 大

８の字
の整備

『土佐清水ワールド 三宮中央通店』

生 産 拡 大

サバを安定して
活魚輸送できるのは

約６時間

活魚提供による付加価値

単価が3～5倍

●遠方への活魚輸送に不可欠な高速道路

●県産養殖魚取扱量の増加（大阪市中央卸売市場）

出典：大阪市中央卸売市場年報

●産地加工体制の強化による生産性の向上（宿毛市）

●全国における高知県産ナスの生産量シェア

■県東部地域の基幹産業を支える

●生産地からの主な出荷ルート

関西などの大規模消費圏への輸送を支える 地域の特産物の生産拡大・販路拡大を支える

●東京都中央卸売市場における高知県産ナスの取扱量シェア

開通済み

事業中 一般国道

未事業化区間

一般国道

主な県道

計画段階評価中，調査中 園芸流通センター

園

北川村

現在の主な出荷ルート
生産地 ⇒ 園芸流通センター ⇒ 日本各地

８の字完成後の主な出荷ルート
生産地 ⇒ 日本各地 輸送日数 ▲1日

販路の拡大

（高知自動車道） ●８の字ネットワーク整備による輸送路の見直し

●需要拡大に向けた取り組み

・生鮮ナスとしては初の機能性表示食品

・高血圧などへの効果をＰＲ
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香美市

馬路村

安田町
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香南市

東洋町
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令和7年春頃開通予定

高知龍馬空港IC～香南のいちIC

・ナスの県内産地生産量（令和2年産）

※出典：高知県の園芸（令和3年3月）

973 t 1,060 t 1,126 t

1,772 t

H29 H30 R1 R2
クロマグロ（養殖） マダイ（養殖） ブリ（養殖）

取扱量増加

■「土佐の清水さば」を提供する飲食店が
関西に開店

養殖魚の加工能力県内最大規模の水産加工施設

・事 業 内 容：養殖魚の加工等(マグロ･マダイ･ブリ等）
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大阪 東京

計３日
計２日

大阪

１ 日 短 縮
札幌

安芸市

１日

園芸
流通センター

２日

集荷
積替え

１日

東京

１日

２日輸送

３日

▼現在の園芸流通状況 ▼8の字完成後の園芸流通予想

▼次世代型ハウスの整備 ▼高知ナスの「機能性食品表示」取得

■高軒高ハウス

土佐清水市

養 殖 魚

活 魚
●

出典：土佐清水市提供データ

順位 市町村名 生産量（t） シェア（%）
1位 安芸市 20,055 53.4
2位 芸西村 7,821 20.8
3位 安田町 3,285 8.7

37,557 100.0高知県合計

出荷数増

▼販路拡大イメージ図
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松江
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鹿児島

青森

札幌

２日圏内

現在の3日圏内

8の字完成後の
３日圏内

全国No.1

出典：R2野菜生産出荷統計
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E32
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20%
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H29 H30 R1 R2 R3

その他

栃木県

群馬県

高知県

出典：東京都中央卸売市場年報

●生産性向上に向けた取り組み

■環境制御装機器

環境測定装置

43% 41%

21%

44%44% 45%

20%22%

15%

21% 22%

16%15% 15% 14%

21% 21% 21% 20% 19%

半数近いシェアを獲得

安
田

ナスが大きく成長し１株あたりの集荷量が増加

CO2発生器

0

5

10

15

20

導入前 導入後

収量の増加（10a当たり）

※出典：高知県スマート農業推進計画

15.9t

18.7t

（t/10a）

環境制御機器
導入後

平均収量が
約2割増

園芸
流通センター

輸送

輸送

輸送
輸送

高知
13%

「土佐の清水さば」を
提供する店舗が続々と
開店し、出荷数が倍増

野
友

奈
半
利



四国８の字ネットワークの整備促進 【観光振興】 高知県

８の字
の整備 移動時間の短縮により観光客の負担が軽減され、コロナ禍に対応した地域の取り組みと相まって誘客・教育機会の拡大を大きく後押し

学校教育旅行の誘致拡大 自然体験・滞在型観光の誘客拡大

●学校教育旅行誘致状況

～西部地域の事例～

●県出身偉人のTVドラマ化で観光振興を後押し

１

R1→R3
3倍以上

R3R2R1

16校

26校

50校

※出典：高知県地域観光課提供資料

※ 四万十市、宿毛市、土佐清水市、黒潮町、
大月町、三原村を対象

※ Ｒ３データは、Ｒ４.２時点の速報値
（予定を含む）

砂浜のマイクロプラスチックなど
漂着物を調査学習

２ トンボを通じて自然と人との共生の
かたちを考える

田舎暮らし体験型プログラム

～東部地域の事例～

３ ５

R3R2R1H30H29

H29→R3
2倍以上

※出典：高知県東部観光協議会提供資料

●主要キャンプ場入込状況

6.8千人

●体験型水産観光商品の開発（室戸市）

7.9千人

10.1千人

6.2千人

15.8千人

※ 室戸市、東洋町、安田町、馬路村の５キャンプ場を対象

６ サーフィンの聖地東洋町での
キャンプ利用が好調
（白浜キャンプ場）

３ 足摺地域の生態系を見学

大月町柏島 四万十市具同 土佐清水市三崎

（県立足摺海洋館SATOUMI）（トンボ自然公園）

世界初の

トンボ保護区

土佐清水市竜串

R2.7
OPEN

アウトドアブランド監修のもと
キャンプ場をリニューアル
（安田川アユおどる清流キャンプ場）

７ 世界ジオパークを間近に感じる
グランピング施設が新たに整備
（MUROTO base55）

R2.2
OPEN

深海生物漁業体験ツアー

日本ジオパーク認定

４ 地層や海底生物の痕跡、マグマ活動について学習

（土佐清水ジオパーク）

安田町船倉

オオグソクムシ

室戸クルージング

サラリーマン漁師による水揚げ体験

”ビン玉”ネットのロープワーク体験

体験観光を
多数開催!

ビン玉

四
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十
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央
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西 安

芸
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木野

友
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野
根

須
崎
東

宿
毛
和
田

宿毛湾港

須崎港

高知港

高
知

東部地域：室戸市、安芸市、東洋町、
奈半利町、田野町、安田町、
北川村、馬路村、芸西村

東 部 地 域

【８の字完成後】

高知ICから１.5時間で全ての
観光地等に到達可能 (34箇所)

香
南
の
い
ち

西 部 地 域

【８の字完成後】

高知ICから２.5時間で全ての
観光地等に到達可能 (51箇所)

西部地域：宿毛市、土佐清水市、四万十市、
大月町、三原村、黒潮町

四万十市

宿毛市

土佐清水市

【観光拠点等】
観光庁「観光入込客数統計に関する共通基準」に基づき高知県道路課にて調査・集計

安田町

東洋町

※出典：R2県外観光客入込・動態調査報告書 (高知県観光政策課）

７

５

２

１

東洋町白浜 室戸市室津

県が観光商品の開発をバックアップ！

R3.9.25

高知県の観光 ウィズコロナ、アフターコロナの観光振興を支える

室戸市

●４３５万人観光の定常化と
地域への誘客拡大に向けた取り組み

■高知県観光キャンペーン「リョーマの休日」を開催中

高知の食は、つくる人が熱々 。人熱々 料理

高知県では「食」の
観光キャンペーンを開催中！
山川海の幸の味が美味しいのは
もちろん、なによりも食に関わる
人たちが熱々！

●経済力が高まる関西圏との経済連携強化

■R２県外入込観光客の交通手段別内訳

乗用車
69%

観光バス
19%

高速バス
2%

その他
10%

９割が自動車を利用

乗用車やバスなど

宿
毛
新
港

一
本
松

中
土
佐

安
田

大月町

甲
浦

※事業中区間のICの名称は一部仮称（暫定２車線含む）

：主なIC

：重要港湾

：開 通 済（有料・暫定２車線）

：開 通 済（有料・4車線）

：開 通 済（無料・２車線）

：事 業 中

：一般国道

：未事業化区間

四
万
十
町
西

大
豊

E32

E55

E56

R5目標

77
万人

121
万人

R2

◆R7大阪・関西万博
想定来場者数：2,820万人

◆大阪IR

想定年間来場者数：1,500万人

▼関西圏からの入込数
大規模プロジェクトに向けて
高まる関西圏の経済活力

周遊モデルルートの旅行商品化

SDGsに寄与する旅行商品づくり
など

本県への誘客促進

令和4年1月1日(土)
～令和５年3月31日(木)

※出典：高知県観光政策課推計

牧野 富太郎

高知県立牧野植物園

高知県出身の植物学者

牧野 富太郎（1862-1957）

R5年春オープン予定

新研究棟

イメージ

◆「植物学雑誌」を創刊

→新種に学名付与（日本人国内初）

◆1,500種類以上の植物を命名

◆「牧野日本植物図鑑」を刊行

◆文化勲章受章 など

まきのさんの道の駅･佐川

（R5.5オープン予定）

【開催期間】

■高知県立牧野植物園

【主な功績】

▼施設の磨き上げ整備

R1年リニューアル

イメージ

4K･VR映像、お宝展示

3,000種以上の植物が四季を彩る2

2
1

■まきのさんの道の駅・佐川

R2 R6目標

▼入込数目標

20
万人

11.5
万人

四国唯一の植物園(1958～)

高知市五台山

６

高岡郡佐川町

年間目標入込数

40万人

1

イメージ

基本コンセプト

「植物が中心にある町」
R5.5

OPEN予定
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